　
特別養護老人ホーム光明荘
１．　事業の執行概要
　より丁寧で誠実な質の高いサービス提供をめざし、特別養護老人ホーム、在宅サービス全事業「オール光明荘」としてＩＳＯ９００１を認証登録することができました。
　特別養護老人ホーム内各職種の連携を強めるため、シェア会議を開き、入所者、短期入所者、重度のご利用者の受け入れをスムーズに行うことができ、また入院者を減少させることにより、安定した事業運営ができました。
２．平成２７年度ステップアップ事業

（１）オムツなんてしたくない【オムツはずし】
三年計画の最終年となりましたが、生活リハビリによる立位の保持や、下剤の調整による排便コントロールなど、各部署が連携を図ることで夜間のオムツはずしにも取り組むことができました。排尿量を計ることで適切なパットを使用し、パット使用量は減少し現在も安定しており、紙パンツから布パンツへの移行も進めることができました。
三年間の取り組みを通して、職員の排泄介助についての意識が向上し、前向きな姿勢が見られました。また各部署の繋がりも良くなり、ご利用者やご家族様にも喜んで頂けました。
（２）ＩＳＯ９００１取得
　１２月に特別養護老人ホームにおける介護サービス（施設サービス、在宅サービス、　　和泉市委託事業）で認証登録することができました。自施設にて内部監査員研修も行い13名養成し、６月～９月にかけて実施しました。感染症の対応もあり、受審期間が長くなりましたが、内部監査を通して施設と在宅がお互いの事業内容を知り、高め合うことができました。
（３）グッドコミュニケーション
　　　「つどう　よりそう　満たされる」をめざし、ご利用者、ご家族、ボランティア、そして職員、光明荘に集う人が楽しく過ごしていただくためには何が必要かを模索してきました。３か年計画の一年目はご利用者に楽しんでいただけるような企画として、「クリスマス飾りつけコンテスト」を開催し、ご利用者、ご家族、ボランティアの方々にも参加していただき、施設全体で楽しむことができ、ご利用者に喜んでいただけることへの職員の満足感も得ることができました。
３．施設の管理

　（１）建物・設備のメンテナンス（修繕など）

　　　定期的なベッドマット、車いすの交換を今年度も行いました。チェア浴室の脱衣室の床が大規模改修時には改修できなかった部分のため、２回修繕を行いました。また、収納場所が減少したため、戸外に倉庫を設置しました。
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　
（２）事業管理について

①経営
　　光明荘全体としては、予算通りの執行が行えました。特に特別養護老人ホーム、短期入所において入所、空床利用がスムーズに行え、安定した稼働状況を得ることができました。また、支出においても節電・節水に取り組むことで光熱費をおさえることができました。
　　　　　通所介護事業・居宅介護事業の稼働状況が目標を下回り、営業戦略チームを立ち上げ、地域のケアマネージャーと懇親会を３回開催しました。その中で、地域のケアマネージャーと通所事業・短期入所事業等との顔の見える関係を築くことができました。また居宅事業において新規依頼を受ける為、周辺のコンビニエンスストア５か所や診療所・接骨院にチラシを置かせて頂き周知活動を行いました。
　　②危機管理

今年度は当初からノロウィルスが２度発症し、その後、退院者から疥癬の発症がありました。疥癬については、皮膚科医師と連携し職員向けに研修も行い、対応力を向上させました。インフルエンザについても年度末に別件で受診された方が罹患しましたが、感染症対策で職員の意識や対応力が増し、蔓延することなく抑えることができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（３）労務管理について

①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制）
　　特別養護老人ホームの看護職員の退職により、看護科に時間外労働が多く発生しました。また、慢性的な介護職員の人員不足もありましたが、独自の求人広告を作成し全戸配布や横断幕設置など工夫をしました。その結果、充分な補充には至りませんでしたが、施設を知っていただく効果はありました。
　
　②職員の健康管理
　　　　今年度は労災を１件だけに抑えることができました。腰痛等の発生もありませんでした。これまでにも、それぞれの部署でストレッチ体操などをしていましたが、新たに施設内にラジオ体操を放送することで、多くの職員が体操をおこなうことができました。また休憩場所の確保・維持にも取り組み、夜勤時の休憩場所を増やすなど改善しました。
　（４）虐待防止の取り組み

　　　不適切介護に対する取り組みとして、アンケート調査や面談を行うことで、職員自身の意識向上を図ることができ、お互いに声をかけ合うことができるようになりました。
　　　また苦情解決委員会にオンブズマンにも出席してもらうことで、苦情にならない声も表面化することができました。

　（５）地域公益事業の取り組み
　地域貢献として施設内エントランスにおいてオレンジカフェ（認知症カフェ）を定期的に開催する中で、町内の老人福祉会館で新たに月１回「伏屋町カフェ」を開くことができ、地域の集いの場づくりに貢献しました。

４．事業・サービスの推進

（１）特別養護老人ホーム
　①誤嚥性肺炎等入院者の減少
利用者の能力を最大限生活の中で生かせるよう、利用者の生活面へのアプローチを強化し、職種間の連携強化に努めました。ポジショニング指導や嚥下指導も積極的に実施し、指示内容を的確に実施出来るチームを作り、可能な限り褥瘡発生や肺炎予防につとめました。また、介護、看護の細やかな観察により、異常に早期の発見と施設内における早期治療を実施することにより入院者を大幅に減少することができました。
　　
（２）短期入所生活介護
短期入所利用者への医療的な個別ニーズ把握し、利用者の利便性が向上するようはかりました。又、個別機能訓練加算を活用し、リハビリニーズの掘り起こしを開始し、今年度は、4件行い利用者の満足度とサービス向上に努めました。
（３）訪問介護事業（重度訪問介護）
　　①喀痰吸引の実施について
　　　特定のみで９名登録していましたが、今年度は不特定利用者にも対応できるヘルパーを１名確保しました。
　　②研修体制の見直しについて
　　　外部研修を中心に、ヘルパーが興味を持ち習得できるような研修を試みましたが、参加者が少なくなってきている実状を踏まえ、来年度はベテランヘルパーのスキルを若手ヘルパーに継承できるように同行訪問を中心に実地研修を計画しました。
（４）通所介護事業
　　①家族会の実施について
　　　　風通しの良い事業所の構築のための家族会の実施を計画していましたが、人員不足もあり実施できませんでした。また、利用率も入院者や入所者が多く目標に届きませんでした。今年度より機能訓練指導員が、各利用者宅を訪問する事で家族と関わる機会を増やし、また利用者が在宅生活を維持できるよう個々に応じたプログラムを実施する事ができました。
②職員のスキルアップについて
　　　　　認知症実践者研修の修了者が２名となり、認知症加算を算定できるようになりました。他の職員に対しても認知症対応についての研修を行い、職員よりトイレの場所が分かりにくいという意見が出た為、フロア内に案内表示を行い、トイレにもわかりやすいように表示を行いました。
　　
（５）訪問入浴介護
①利用率の安定について
　　　　医療機関や居宅介護事業所と連携を図り終末期や重度の方の受入を積極的に行いましたが、長期利用には繋がりませんでした。
（６）居宅介護支援事業
　　①ケアマネジメントの質の向上について
　　　多職種協働や医療との連携強化を主眼に、コミュニケーション能力向上を始めとした各
種の研修、連絡会等に参加し、介護支援専門員としてのスキル向上に取り組みました。
②地域との連携強化について
　地域包括支援センター及びいきいきネット相談支援センターの協力を得ながら、地域の
中での相談会開催に向けて町会等に働きかけを行い、現在、１町にて定期的に開催されて
いる「カフェ」に参加し、地域ニーズや地域資源の把握に努めました。また、地域（周
辺地域含）にある医療機関へ訪問し、「顔の見える関係作り」に積極的に取り組むととも
に、近隣に所在するコンビニエンスストアにも訪問し、事業所の業務概要等の説明と併
せて「高齢者の気になるサイン」等の周知を行い、連携強化を図れるよう取り組みました。
（７）地域包括支援センター事業
①地域ケア会議の実施について
ゴミ屋敷問題や、金銭管理困難者の支援のため、関係機関と協働し個別ケア会議を８回実施し、自治会長、民生児童委員、地域住民との関係づくりと、見守り体制を構築しました。月に１回の関係機関（和泉市役所高齢介護室、和泉市社会福祉協議会、基幹型地域包括支援センター、圏域担当ＣＳＷ）とのエリア会議にて、個別ケア会議での課題を提議し、生活福祉や福祉総務課などの関係機関と課題解決のためのネットワーク形成や必要な社会資源の開発を行いました。

②地域支援ネットワークの構築について
小学校区ごとの課題について、緑ケ丘役員会にて、校区社協代表者、民生児童委員、小地域ネットワーク推進委員、各自治会長と協働し、認知症高齢者の対応力向上に向けた取り組みについて、住民と共に検討しました。その中で、意識調査も含めた、認知症の理解のためのアンケートを作成、配布し、住民の意向を反映できるように次年度に引き続き取り組んでいくことになりました。また、北松尾校区民生児童委員高齢者支援グループと協働し、高齢者のための見守りマップの作成に取り組みました。行政、ＣＳＷ、市社会福祉協議会と連携し、情報共有、ネットワーク構築を行いました。
（８）いきいきネット相談支援センター
1 周知活動の実施について
地域で開催される各種会議、いきいきサロン、カフェに可能な限り参加して地域住民への周知を行いました。また、関係機関へのCSWの役割等の周知を行うとともに、連携を強化しました。
②職員のスキルアップについて
大阪府・高次脳機能障がい相談支援センター等の研修会へ参加、また、大阪府社会福祉協議会の実施するCSWスキルアップ研修会へ参加することにより、情報収集に努めました。
